
菅
首
相
が
初
め
て
参
加
し
た
先

進
７
カ
国
首
脳
会
議
が
終
わ
っ
た
。

菅
首
相
は
サ
ミ
ッ
ト
期
間
を
通
じ
、

英
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
米

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
の

６
カ
国
首
脳
と
精
力
的
に
会
談
や

協
議
を
行
い
、
「
自
由
で
開
か
れ

た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
実
現
や
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
理
解
を
求
め
、

支
持
を
得
る
な
ど
大
き
な
成
果
を

挙
げ
た
。

個
別
の
首
脳
会
談
で
は
、
ボ
リ

ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
英
国
首
相
と
の

会
談
で
、
菅
首
相
が
、
今
年
が
東

日
本
大
震
災
か
ら
10

年
の
節
目

で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
た
上
で
、

英
国
に
よ
る
日
本
産
食
品
へ
の
輸

入
規
制
撤
廃
を
要
請
し
た
の
に
対

し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
か
ら
は
、

「
真
剣
に
検
討
し
た
い
」
な
ど
と

の
反
応
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
菅
首
相
は
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ

ル
首
相
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｕ
に
よ
る

日
本
産
食
品
へ
の
輸
入
規
制
撤
廃

に
向
け
、
ド
イ
ツ
の
協
力
を
求
め

た
。さ

て
、
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
に
つ

い
て
の
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
報
道
を

み
る
と
、
Ｇ
７
が
対
中
強
硬
姿
勢

を
示
し
た
こ
と
や
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

支
持
を
表
明
し
た
こ
と
ば
か
り
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実

際
の
「
Ｇ
７
カ
ー
ビ
ス
ベ
イ
首
脳

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
で
は
、
「
新
型
コ

ロ
ナ
」
「
経
済
回
復
」
「
貿
易
ル
ー

ル
」
「
デ
ジ
タ
ル
、
サ
イ
バ
ー
空

間
、
宇
宙
空
間
な
ど
の
先
端
領
域
」

「
気
候
・
環
境
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
」
な
ど
多
様
な
テ
ー
マ
が
並
び
、

で
は
、
中
国
が
人
工
島
と
軍
事
拠

点
の
建
設
を
進
め
、
国
際
海
洋
秩

序
を
変
更
す
れ
ば
、
将
来
的
に
日

本
の
シ
ー
レ
ー
ン
の
安
全
確
保
が

阻
害
さ
れ
る
懸
念
も
あ
る
。
そ
の

中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
は
、
菅
首
相
が
各
国
首
脳

に
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太

平
洋
」
の
重
要
性
を
訴
え
た
外
交

上
の
成
功
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、
末
尾
で
「

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
打

ち
勝
つ
世
界
の
団
結
の
象
徴

と
し
て
、
安
全
・
安
心
な
形
で

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
対
す
る
我
々

の
支
持
を
改
め
て
表
明
す
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
も
菅
首
相
の

外
交
的
な
成
果
だ
。

そ
の
上
で
、
各
国
や
各
地
域
の
問

題
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
菅
首
相
が
個
別
の
首
脳

会
談
で
も
主
張
し
た
「
イ
ン
ド
太

平
洋
」
に
つ
い
て
は
「
我
々
は
、

包
摂
的
で
法
の
支
配
に
基
づ
く
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
を

維
持
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め

て
表
明
す
る
。
我
々
は
、
台
湾
海

峡
の
平
和
及
び
安
定
の
重
要
性
を

強
調
し
、
両
岸
問
題
の
平
和
的
な

解
決
を
促
す
。
我
々
は
、
東
シ
ナ

海
及
び
南
シ
ナ
海
の
状
況
を
引
き

続
き
深
刻
に
懸
念
し
て
お
り
、
現

状
を
変
更
し
、
緊
張
を
高
め
る
い

か
な
る
一
方
的
な
試
み
に
も
強
く

反
対
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
の
記
事
を
見
る
と

「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
が
主
要
な
テ
ー

マ
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を

受
け
る
が
、
そ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

全
体
の
極
め
て
多
様
な
課
題
の
中

の
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
日
本
に
と
っ
て

の
意
味
合
い
は
大
き
い
。
東
シ
ナ

海
で
は
、
尖
閣
諸
島
の
周
辺
海
域

に
中
国
公
船
が
領
海
侵
入
な
ど
を

繰
り
返
し
て
い
る
し
、
南
シ
ナ
海


